
 

○議長（竹島ユリ子君） ６番 前原英石君。 

○６番（前原英石君） おはようございます。 

私は、この６月定例議会において、３月定例議会でも期待を込めて「魅力あるまちづ

くり協議会」について質問をいたしておりましたが、あれからはや３カ月が経過しまし

た。そこで、３月議会の答弁を受けて質問をいたします。 

それでは、質問に入らせていただきます。 

「魅力あるまちづくり協議会」について。 

村長は３月定例議会で「魅力あるまちづくり協議会」についての答弁で、「これから

のまちづくりは、地方分権の推進により、地域の政策そして施策は地域住民が自ら決定

する自己決定と決定責任もまた自らが負う自己責任という自主そして自立性が求めら

れており、それぞれの独立した個人を基盤として、その個人が力を合わせて、自らの意

思に基づいて社会が抱える課題の解決に取り組んでいく協働の営みが最重要である。そ

の協働を実現するために、本協議会を設立する」と答えられました。 

また、具体的な取り組みとしては、「今年度は毎年８月に開催しているふなはしまつ

りの運営と実施方法について協議会を立ち上げ、来年に向けて取り組むと言っておられ

ました。また、今後も、富立大橋の開通により交通量が増大した東芦原地区をどのよう

に村の南玄関口として位置づけるかなどの構想づくりや、都市公園オレンジパークふな

はしの運営方法や管理方法等を考えていきたい」と発言されました。 

私も、この「魅力あるまちづくり協議会」に期待をしているのですが、住民と行政の

協働確立には、住民の理解と協力が必要不可欠です。そのためには、住民が何を求めて

いるのかを十分知る必要があり、村長や職員も住民の視線に立って取り組むことが大切

であると思います。 

現在、「ふなはしまつり」の協議会の立ち上げに向け動いていると思いますが、これ

までの経過とこれからの取り組みについて、そして、今後どのような方法で住民要望を

取り入れていこうと考えているのか村長にお聞きします。 

以上です。ありがとうございました。 

○議長（竹島ユリ子君） 村長 金森勝雄君。 

○村長（金森勝雄君） ６番前原英石議員のご質問にお答えいたします。 

まちづくり協議会の経過報告並びに今後の予定についてのご質問でありますが、まず、

まちづくり協議会の趣旨につきまして、いま一度説明させていただきます。 



 

この協議会は、住民・地域・行政の協働によるまちづくりを実現するため、従来の行

政主体のまちづくりから、住民主体のまちづくりに変えることを目的に立ち上げたもの

であります。また、この協議会は、人口増によりまして新旧村民が共存・共生する中で、

多くの村民が立山連峰を一望できるような景観を守り、この村に住んでよかった、この

村に住みたいと思っていただけるようなまちづくりを推進するために、村民が自ら意見

や要望などを出し合いまして、各種団体や企業、そして行政が協力しながらまちづくり

を進める組織体であると考えております。そして、具体的なテーマに基づき協議会を立

ち上げ、管理から運営までを行う組織体として位置づけを考えております。将来的には、

各テーマごとの協議会組織のリーダーでＮＰＯ法人（仮称）舟橋村研究所なるものを組

織し、まちづくりに取り組んでいけば、より協働型社会が実現できるものと考えており

ます。 

さて、協議会への経過報告と今後の予定でありますが、今年度は、「ふなはしまつり」

の協議会を今年８月末に立ち上げまして、来年の「ふなはしまつり」の企画運営に向け

て取り組んでまいる所存であります。そのため、今年４月２１日に富山大学地域づく

り・文化支援センターと総務課企画係からなる専門部会を立ち上げ、現在まで５回の会

議を重ねております。専門部会では、現状の「ふなはしまつり」の運営・管理体制につ

いてや、協議会をどのようなメンバーで構成するか。また、先ほど議員ご指摘の住民が

何を求めているかを把握するための方法等につきまして協議を進めているところであ

ります。 

今までの中間報告といたしまして、協議会委員は、まつり関係団体に公募委員を入れ

て構成することや、住民ニーズを得るために、富山大学の学生の協力を得てアンケート

調査を実施することなどを聞いているところであります。 

今後の予定といたしましては、７月中旬に、富山大学本体と舟橋村で構成する「地域

づくり連携会議」で「ふなはしまつり協議会」の組織化、協議会への講師派遣、予算執

行についてなど、正式に協定を結びまして、今年のふなはしまつり終了後の８月末には、

第１回目の「ふなはしまつり協議会」を開催いたしまして、以降協議を重ねながら、新

しい「ふなはしまつり」の運営体制の確立を図ってまいりたいと考えております。 

今後とも、富立大橋開通により交通量が増大いたしました東芦原地区をどのように舟

橋村の南玄関口として位置づけるかなどの構想づくりや、また、都市公園であります「オ

レンジパークふなはし」の運営方法や管理方法等テーマごとに協議会を立ち上げてまい



 

りたいと考えておりますので、議員各位には、「魅力あるまちづくり協議会」の趣旨を

十分ご理解いただくとともに、ご協力いただきますようお願い申し上げまして、私の答

弁とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 


